平成26年度第1回社会教育委員会議議事録

日時：平成26年7月8日（火）午前10時から
場所：ＪＡ信連ビル　会議室１
出席委員（名簿順）

山中委員、新居委員、白木委員、田中委員、村尾委員、山下委員、山口委員、北村委員、
中西委員、中道委員
事務局

浦上教育長、杉島生涯学習スポーツ課長、南八尾図書館長、渞文化財課長、松倉青少年課長補佐 
（次第）

１　委嘱状交付式
２　教育長挨拶

３　案件

　（１）議長・副議長選出について
　（２）平成２６年度事務事業概要について
　　　　　①生涯学習スポーツ課　　　　（資料１）

　　　　　②八尾図書館　　　　　　　　（資料２）

　　　　　③文化財課　　　　　　　　　（資料３）

　　　　　④青少年課　　　　　　　　　（資料４）

　（３）報告事項
　　　　　①生涯学習部所管施設の平成２６年度指定管理者選定スケジュール等について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料５）

　　　　　②八尾市公民館設置及び管理条例並びに八尾市学習等供用施設条例の一部改正について　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料６）
③八尾図書館の利用状況について　　　　
（資料７）
４　その他
会議要旨

１　委嘱状交付式
(略)

２　教育長挨拶

　　　　(略)

３　案件

　（１）議長・副議長選出について

　　　　議長に田中委員、副議長に白木委員を選出
　（２）平成２６年度事務事業概要について
　　　　　①生涯学習スポーツ課　　　　（資料１）

　　　　　②八尾図書館　　　　　　　　（資料２）

　　　　　③文化財課　　　　　　　　　（資料３）

　　　　　④青少年課　　　　　　　　　（資料４）

〇事務局

(資料に基づき説明)

○委員
　文化財課にお聞きしたいのですが、指定や発掘などには非常に力を入れておられるように
お見受けします。それぞれの地域には伝統文化というか、無形の伝統を守っている事業があ
ります。１０年ほど前に、声をかけたのですが、そういうことに関して全く無関心というか、
全くそういうものを知らないというような返答があったので、もうこれは八尾の文化財はだ
めだと私は思いました。ちょっと厳しいですが。整備とかそういうようなものも必要ですが、
八尾というところは古いところですから、いろいろな伝統文化をもうちょっと再調査して、

バックアップできるような体制を整えてほしいなということを少し厳しい言葉ですけれども
お願いしておきたいと思います。
〇事務局
大変厳しいお言葉をいただきました。確かにおっしゃるように、１０年前といいますと、我々少ない財政の中でやっているのですが、ほぼ埋蔵文化財のみに特化していた時期だと思います。毎日我々現場へ出て、ほぼ椅子に座ってないような状況が続いていた状況の時期でございます。先ほどちょっと申しましたけれども、市史編纂事業というものをこの３年ぐらい前から行っております。現在、８部門に分かれて、市の隅々、悉皆調査をやらせていただいております。民俗の聞き取りから始めさせていただいており、恐らくここにおられる方の何名かにも御協力いただいて、現在、調査させていただいております。今おっしゃったような民俗の部分、特に文化についてはこれまで歴史民俗資料館だけが調査しておりましたが、なかなか資料館だけでは集めきれなかったところがございます。そういう中で、現在、市内を悉皆するような状況で調査させていただいております。今後、今おっしゃいましたように、市内にはたくさんのさまざまな歴史、それからさまざまな文化が残っておりますので、これらにつきましても合わせて調査をさせていただきます。また、文化ですので市長部局にも文化国際課がございますので、連携しながら、どういうものがあるかというのをはっきりさせ、その後どのような形で、バックアップをしていくかということを、国のさまざまなメニューも含めまして検討しながら、バックアップをさせていただきたい。申し訳ございませんが、今後、もう少し時間が掛かると思いますが、やらせていただきたく考えております。よろしくお願いします。
〇委員
非常に厳しい言葉になったのですが、これは私自身痛切に感じたことです。大阪府の文化財保護課が何回も取材に来たり、聞き取りに来たりと、行動を起こしてくれて、文献にも掲載もしてくれました。八尾市の文化財課でも、幅広く今後取り組んでいただいて、私どもの地区だけではなく、ほかの地区でも伝統文化等々あると思いますので、まとめてもらうとか、ちょっと力を入れてほしいなということを要望させていただきました。
〇委員
私は、様々な市の社会教育の情勢を色々な形で学ばせていただいているのですが、今の委員さんの御発言で思い出しました。２年ほど前の堺市のことですが、堺市の学校図書館のことで一年間、関わらせていただくことがありました。その際、ほかの委員会にも出させていただいていたのですが、そこで子ども堺学という切り口がありました。まさにその地域の大人たちで地域の歴史や文化に興味のある方たちが、興味と関心で生涯学習的なアプローチとして、自分たちの地域を調べるという講座がありました。どう調べる、何を調べるという、それぞれの専門的な文化財のノウハウを市民に伝えていただいて、自分たちが住んでよく知っておられる地域・エリアを調べる。調べたことを自己満足で終わらせるのではなく、その地域の子どもたちの学び、地域の小学校も自分のまちを学ぶということをやっています。子どもたちが歩いて見えるところと、先生方は忙しく子どもたちに提示できないところを、地域の知恵と力で補って、子どもたちにつなぐというようなことが堺学です。私は確かに文化財が中心になっていただくのはとても大事なことですが、人的な限界とかお金の問題など、いろいろある中で、循環をどうつくるかということであれば、地域をよく知っておられる方たちの力を生涯学習的に活用させていただくような流れを生涯学習全体でつくっていただくと、大人が学び、その学びが子どもに生かされる。それを知って子どもたちが町の見方や愛着を活性化させて、この八尾のまちを好きになるというようなことにつながれば、非常にいい状態がつくれるのではないかなと思います。
〇事務局
八尾の学校教育にもかかわりますが、各学校園にも地域の伝統文化を継承しましょうと

いう働きかけをしています。今、委員からの御指摘もありましたが、教育行政もそのあた
りタイアップしながら進めていかなければならないということが基本です。私もずっと八
尾に住んでおりますが、「講（顧）念仏踊り」というのは八尾で非常に有名です。地域の
方々や学校の先生が、「それ昔やったことあるよ」ということで、地域の方々が先生と一
緒になって子どもたちに教える。今おっしゃられたことが実践されています。毎年環境フ
ェスティバルなどの色々な場面で子どもは変わります。１歳ずつ年齢が上がっていき、小
学校の子は中学校行くことで、ずっと継承しています。これは一つの良い見本ではないか
と思います。
また、高安のほうでは平成２８年から小学校と中学校を一体化した施設を設けるのです
が、高安の伝統といえば「能」で、高安能というものがございます。八尾には土曜スクー
ルというのがございまして、土曜日に保護者の方が能の面をかぶり、子どもたちと一緒に
演技をしたり、実際に教えてもらってやっています。そんなことも含め学校と地域が連携
しながら今やっている最中です。今、２つの例を挙げましたが、掘り起こすと八尾にはた
くさんあると思います。やはり教育行政として、地域の人たち、学校、文化財課も協力し
ながら、全部で進めていくのが一番大切だと思います。それが一番のＰＲ、あるいは広が
りがつくれるものかなと、委員会としては考えています。今後とも進めていきたいと思っ
ています。

　
〇委員
１０ページに書いてある仮称、優しい八尾市史の刊行ですが、去年の資料では、刊行の準備というのがありました。今、一生懸命やってもらっていると思うのですが、この進捗状況や発行、刊行の見通しはどうですか。
〇事務局
優しい八尾市史ということで、歴史を学び始めた小学生、あるいは中学生の方を対象の主体にしたいというように考えております。昨年度、２３年度につきましては主に図版関係等、子どもさん向けですので、たくさんの写真資料とかあるいは図面等を使いたいということで、現在、いろいろなところの使用許可をとっております。項目にして大体３０項目ぐらいです。八尾のさまざまな偉人、あるいは出来事、その歴史は、日本の大きな歴史の中でどのような形でつなげていけるのか。例えば、授業でやったことについてこの本を読めば、「あの事件とこの八尾のこれとはつながっていたんだな」というようなことがわかるような本にしたいなと考えております。どこまでできるかというのは、なかなか返答は難しいのですが、学校の先生方とも御相談しながら、そのような形の本にしたいと考えております。
〇委員
毎年参加させてもらっている成人式のことですが、出席者の新成人がいつでも席にはつかないし、ひどいときでしたら、中に入らないで外で一升瓶をラッパ飲みをしている方もいます。成人式を迎えているので、注意をすることはちょっと控えましょうって言われているのですが、役所の職員さんも汗だくになって頑張ってもらっています。祝っていただくことに感謝し、大人として自覚をもって成人式に臨んでいただき、もう少し落ちついた穏やかな式典にならないかなと思っていますが、いかがでしょうか。
〇事務局
確かに成人式では騒がしい、式典の間もなかなか来賓の方々、主催者の話を聞いていない実態があって、我々もどうにかならないものかと毎年頭を悩ませていながら、できることをいろいろと工夫はさせていただいております。今、委員さんからもおっしゃられたとおり、答えが出るというところまで達していないのが現状でございます。以前から実行委員形式で、成人式出席者と同世代の若者を実行委員として、イベントを含めアイデアを出していただき、より出席者の新成人に共感を持っていただけるよう、みずからきちんと式典に参加していただけるような工夫を今年度につきましてもさまざまな試みを重ねてまいりたいと思っておりますので、御理解いただきたいと思います。よろしくお願いします。
〇委員
今の成人式のことですが、青少年指導員が警備に当たっていまして、玄関でアルコール類を持参していた場合、預からせていただくという形を取らせていただいています。去年度、実行委員会の宣誓のほうが後回しになっていたがどうにかならないか、というお話がございました。今回、実行委員会を立ち上げるときに、そのようなお話がございましたことも伝えていないと、今年の成人式を見ていて、成人の宣誓の言葉が聞こえなかったような状態です。やはり、一生懸命実行委員会の子が新成人の代表として宣誓をしていただいているのに、あのような状態では、私たちが中にいても本当に、何をしているのかという感じでした。もう少しプログラムを変えていただき、提案していただきたいと思います。
〇事務局
貴重な御意見ありがとうございます。今の御意見を踏まえまして、イベントや式典の進行なども含め、今年度の来年１月１２日の成人式に向けて頑張ってまいりたいと思います。よろしくお願いします。
○委員
他にございませんか。なければ、平成２６年度の事務事業概要についてはこれをもって終わらせていただきます。
　次に、報告事項に移らせていただきます。
　まず初めに、生涯学習部所管施設の平成２６年度指定管理者選定スケジュール等について、

ご説明をお願いいたします。

（３）報告事項
　　　　　①生涯学習部所管施設の平成２６年度指定管理者選定スケジュール等について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料５）

　　　　　②八尾市公民館設置及び管理条例並びに八尾市学習等供用施設条例の一部改正について　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料６）
③八尾図書館の利用状況について　　　　

（資料７）
〇事務局
（資料に基づき報告）
〇委員
今の説明の中で、たくさんの方に利用していただいているとお聞きしましたが、当初の目標は何名ぐらいで、何名ぐらい来られたのかを教えてください。

〇事務局
開館当初の目標といたしまして、大勢の方が来られるということを予測していましたが、ある程度月日を経過する段階におきましては、１日当たり１，０００名ぐらいの方は来ていただけると思っておりました。今現在、平日におきましても１，０００名を超える利用客ですので、一定目標については大きく達成できていると思っております。
〇委員
ありがとうございます。図書館としますと、自信を持って会館運営できていると理解してよろしいですか。
○事務局
そうですね。職員も頑張っている中で、幸いにも大きく目標達成でき、結果、現在も他

市からの視察や、見学といったこともございます。また、市内の小学校の生徒や園児が図書館見学に来ていただけるということで、通常の図書館利用以外でも広く建物の中に入ってきていただき、ご利用いただいていると思っております。
(４)その他
〇事務局
（委員間討議の実施の件について報告）
〇委員
今、新たに、この会で腹を割って話ができるような、座談会的なことをやってはどうかということなのですが、私も大いに賛成しております。どうか皆さま方、事務局にこういう問題で意見交換をしたいということがございましたら、どんどんお出しいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
〇委員
すみません。以前にもお願いしたのですが、くらし学習館で、子どものころからの消費者教育ということで、今回このような冊子をつくりました。大切なお約束という本ですが、この約束というのは消費者の基本法では契約に準ずるような話になります。一応幼稚園・低学年向きになっているのですが、皆さんに目を通していただけたらいいかと思います。またお帰りになって、小学校のＰＴＡの方や先生方にもよろしくお願いいたします。
〇委員

どれぐらいの冊数を印刷されたのですか。
〇委員
具体的な冊数は把握できてないですけど、相当していると思います。すみません。もう一つよろしいですか。以前教育長が食育のお話をしておられましたけども、眠育、今スマホなどを布団の中に入ってやっていることがいいことかどうかという統計を取っていました。子どもは反対でしたが、こういったことも、すごく問題になっているみたいです。７月１日の朝の声かけ運動に出させてもらって、確かに朝はみんな眠そうな顔をして出てきて、まだ眠いかと聞いたら、うんとかいいやとか言っていました。私の娘が小さい時はもう９時になったら寝なさい言っていたのですが、今はなかなか９時には寝ないって言っています。小学校ではどのようなことをしておられるのか。スマホとか携帯電話を持っていいものなのか悪いものなのか。どのように指導しているのかお聞きしたいです。
〇委員
まず、子どもたちの生活習慣のことでございますが、生活点検表などを作成し、一定の期間指定をしまして、１学期間１回、年３回程度生活点検を実施しています。ほとんどの小学校で子どもたちの生活改善を図る目的で実施しています。
それから情報関係、スマホ、携帯につきましては、年次計画の中で、４年生や５年生、
ある学校では５年生に情報教育を取り入れて、通信会社などいろいろな方面から、出前講座に来てもらい、使い方について学習するということを実施しております。なかなか学校教育の中で全てを賄うのは難しい状況にありますが、学校としてできること、やっていることはそのようなことでございます。
○事務局
今、お話がありましたが、７月１日の朝に、挨拶運動、声かけ運動を実施し、私も曙川小学校へ行きました。元気に子どもたちが、挨拶はしてくれるのですが、委員さんが言われていた寝る時間が、やはり遅くなっているのではないかと思います。生活点検表などの話はありましたが、私も今すごく心配しているのは、スマホとか携帯でゲームをしたり、そこからいろいろなサイトへ勝手に入り込むというさまざまな事件が起こっています。私は１０年ほど前に教育委員会指導課長していましたが、そのときから、この様な事件はなくならないと思っていました。どんどんひどくなってきているのではというように、今思っています。買い与えるのは保護者ですが、保護者が全て責任はとらないといけないですが、その知識や中身、どのような怖さがあるかというのを保護者がまだまだ知らないということもふまえ、各学校では保護者会、あるいは集会をしたときに、先生からその怖さについて説明を今現在やっています。これは本当にどうにかしないと、この前も女性、十何歳の子が亡くなった事件もありました。これは国民的課題と捉え、みんなで真剣に考え、力を合わせていかないといけません。子ども、あるいは青少年の尊い命が犠牲になったらいけません。先ほど事務局から提案がありましたが、こういうことも社会教育委員さんの中で話し合いし、高まりをつくっていただけたら私どももありがたいと思っております。
○委員
先ほど学校の声かけ運動の件でお話がございましたが、何年か前に東京の五反田の小学校の校長先生が声かけ運動をされている様子をテレビで見たのですが、そのときに、声を何ぼかけてもだめだと、挨拶はおなかから力を出しておはようございますと子どもが言えるようにしないとだめだ。おなかから声を出すと、医学的に眠くても目が覚める。体育館で声をおなかから出す体操をさせてくれというように言っていました。その五反田の子どもがテレビで映っていたのですが、みんな本当にはきはきとしていました。これは校長先生が朝から一人一人に、声が小さいと言いながら、にこりと笑い、声が小さいよと言うてるところがテレビで映っていました。朝から大きな声でおなかから声を出すことから始めると、医学的にも良く、眠気も全部覚めるということを校長先生がおっしゃっていたので参考にしてください。
　
○委員
今、声かけの話が出ていましたが、学校の校門のところでおはよう、眠いのという声かけよりも、やはりお母さん、お父さん、おじいちゃん、おばあちゃんが近所の子どもをしっかりと守るということが大事だと思います。私の近所にも最近子どもさんたくさん増えまして、朝、７名の６年生の子が責任持って、遅くなるから早く行こうといって行くんです。私はその時間になったら外に出て、今から学校行くの、眠いかわからないけど頑張ってね、先生のおっしゃることしっかり聞いておいでよって声をかけます。自分のほうから朝、顔を見たら、「おばちゃんおはよう、今から学校に行きます」、帰ってくるときもばらばらに帰ってくるのですが、「ただいま、今帰ってきました」と言ってくれます。共働きのおうちがあるのですが、私を親のように思って、「おばちゃん帰ってきたよ、ただいま。」「今から宿題するねん」「わからんところあったら学校の先生のところ聞きに行くねん」と言って、ざっくばらんに話をするようになってきています。もちろん先生からの声かけも大事ですが、地域の人が一人の子どもさんでも声をかけてあげるということは本当に必要ではないかなと思います。両親が共働きで一日中留守にしている子どもさんは、気を許して話せる人、相手がいないということで、寂しい点もあると思います。そうなるとやはり、携帯電話に夢中になってしまいます。「前から車が来ているのわからへんかったら危ないよ、携帯触りながら歩くのやめて」って、会ったときに言うのです。そうすると「びっくりした」って、「びっくりした言うて、向こうの人もびっくりしてはるよ」って言うのです。やはり、隣近所、みんなで声かけするということが必要だと思います。
それからもう一つ、桂小学校のことですが、学校で生徒たちのいざこざがあった場合、家に帰ったら自分の都合のいいことばかり親に伝えることもあります。そのため、先生は今日、こういういきさつがありました。私もこのように注意し、場合によっては指導や叱ったりもしました。また、場合によっては晩に家庭訪問に来られたりもします。桂小学校の先生もすごく熱意があり、私も喜んでいます。やはり実行し、行動することが必要な時期になっていると思いますので、その点よろしくお願いいたします。
〇委員
今回から、青少年課にも会議に入っていただいているのですが、こども未来部が設置され
てから以後この社会教育委員会議の議題には上がってなかった。ただ報告等はありましたが、
例えば、今後会議で出た意見がどういう形で青少年課へ意見として回っていくか。ただ、意
見として出すだけになるのか、それとも何か意見としてこのような形で行政の中へ反映させ
てください、という形まで行けるのかが一点。
二点目は、青少年関係の施設など、例えば、先ほどお話にも出ていた成人式を簡単で結構ですから、このような形でおこなっている。他にも児童館はどのぐらいの施設があり、どのような形で運営しているか、事務事業概要に載せてある程度で結構ですので、お聞きしたいなと思います。お願いできますでしょうか。
〇事務局
一点目の、青少年課の事業等に対する意見の反映でございますけども、今回青少年課に出席依頼いたしましたのは、我々生涯学習スポーツ課より、こども未来部長等にお話しさせていただきまして、出席していただきました。それはなぜかといいますと、これまで、この社会教育委員会議の中でやはり成人式でありますとか、青少年課関係の御意見等を委員さんよりいただくことが結構見られ、その点に関しまして我々出席者では答えられない部分がありましたので、青少年課に出席を要請させていただきました。今現在、おっしゃるように市長部局、こども未来部のほうに所属しているのですが、我々生涯学習部と同じようにこの会議でいただいた御意見につきましては、結果がすぐに出るかどうかは別といたしまして、施策に反映するところは反映していくという形での取り組みという形になると思います。
　それと二点目の青少年課の事業の中身につきまして、冒頭で申しましたけれども、本日、
青少年課長が体調不良で休んでおり、どこまで御説明できるかわかりませんが、急遽代理で
出席しております職員から説明をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいた
します。
〇委員
今日は結構です。私が言っているのは、次回、社会教育委員会議の中で青少年対策事業
で行っているその中身に基づく資料があれば、詳しく教えてもらいたいと思ったので言っ
ただけで、要望です。

〇事務局
申し訳ございません。今御意見いただきましたので、青少年課長のほうに、私のほうか
ら責任持ってお伝えさせていただきまして、第２回の当会議の中で、今いただいた御意見
にお答えできるような資料をお出しできるような形でさせていただきたいておりますので、
よろしくお願いいたします。
〇委員
私としてはそれで結構です。
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